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Ⅱ
　
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件

八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
法
難
事
件
は
、
一
六
二
四
年
の
南
蛮
船
の
漂
着
、
フ
ァ
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
・
ル
エ
ダ
神
父
の
来
島

か
ら
一
六
四
二
年
の
大
城
与
人
（
毛
裔
氏
二
世
安
師
）
の
御
赦
免
で
終
了
す
る
。
こ
れ
は
薩
摩
侵
入
後
（
一
六
〇
九
年
）
の
琉
球
唯
一
の
キ

リ
シ
タ
ン
禁
教
に
よ
る
弾
圧
事
件
で
あ
る
。
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
に
つ
い
て
の
史
料
に
は
、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
家
譜
』、『
八
重
山

島
年
来
記
』、『
栢
姓
家
譜
』、『
薩
摩
旧
記
雑
録
』、『
ド
ミ
ニ
コ
会
の
殉
教
録
』
等
が
あ
る
。

一
、『
八
重
山
島
年
来
記
』
崇
禎
三
庚
午

『
八
重
山
島
年
来
記
』
崇
禎
三
（
一
六
三
〇
）
年
の
条
に
は
、
後
世
、
大
城
与
人
（
毛
裔
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
安
師
・
一
六
〇
二
〜
七
四

年
）
の
三
男
の
毛
裔
氏
三
世
安
維
（
一
六
四
八
〜
一
七
〇
六
年
）
が
一
六
九
一
年
に
大
浜
頭
職
に
就
い
た
と
き
か
、
ま
た
は
五
男
の
三
世
安

資
（
一
六
七
四
〜
一
七
二
六
年
）
が
一
七
一
二
年
に
石
垣
頭
職
に
就
い
た
と
き
か
、
あ
る
い
は
七
男
で
嗣
子
の
伯
言
氏
三
世
政
茂
（
一
六
七

〇
〜
一
七
四
八
年
）
が
一
七
三
一
年
に
宮
良
頭
職
に
就
い
た
と
き
に
、
父
の
大
浜
親
雲
上
安
師
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
と
の
関
わ
り
を
弁
解
し

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
部
分
と
要
約
が
、『
石
垣
市
史
叢
書
13
―
「
八
重
山
島
年
来
記
」』（
一
九
九
九
年
／
石

垣
市
）
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
訳
文
の
一
部
や
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）。

本
宮
良
与

申
人
、
嘉
平
之
住
童
名
ほ
く
り
も
い
石
垣
親
雲
上
長
男
ニ
而

候
、
万
暦
年
間
ニ
宮
良
之
頭
職
頂
戴
、
隠
居
仕
〔
登
野
城
村
之
内
、

岸
若
ニ
住
居
仕
〕
た
る
人
ニ
而

御
座
候
、
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訳
―
―
「
本
宮
良
と
い
う
人
（
本
の
宮
良
親
雲
上
永
將
。
不
可
考
〜
一
六
二
四
年
）
は
、
川
平
村
に
住
み
（
父
・
永
正
が
川
平
村
に
住
み
、

永
將
は
字
登
野
城
、
岸
若
村
に
住
ん
で
い
る
）、
童
名
は
ほ
く
り
も
い
と
い
う
石
垣
親
雲
上
の
長
男
（
長
男
は
宮
古
の
平
良
親
雲
上
で
友
利

首
里
大
屋
子
兼
務
の
永
政
、
宮
良
親
雲
上
永
將
は
二
男
で
あ
る
）
で
あ
る
。
万
暦
年
間
（
一
六
一
九
年
に
毛
裔
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
安
英
が

死
亡
し
て
い
る
。
も
し
、
安
英
が
告
老
致
職
し
た
と
考
え
た
ら
、
一
六
一
九
年
に
永
將
は
宮
良
頭
職
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
に
宮

良
間
切
の
頭
職
を
い
た
だ
き
、
隠
居
し
て
登
野
城
村
の
内
、
岸
若
村
に
住
ん
で
い
た
人
で
あ
る
（
そ
の
当
時
一
族
で
隠
居
し
た
人
は
父
の
永

正
で
あ
り
、
永
正
は
一
五
五
〇
年
生
ま
れ
で
一
六
二
〇
年
死
亡
、
石
垣
頭
を
一
六
〇
一
年
か
ら
一
六
一
五
年
ま
で
勤
め
て
隠
居
し
て
い
る
）」

生
質
才
発
利
口
ニ
有
之
、
文
武
之
道
も
相
嗜
、
剰
米
穀
太
分
相
貯
、
財
用
令
満
足
罷
在
候
、
然
処
、
女
好
之
甚
敷
人
ニ
而

、
ほ
ん
な
村
之

住
童
名
ミ
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上
妻
な
へ
や
ま
与

申
女
致
密
通
、
且
又
は
ん
な
村
之
住
童
名
ほ
く
り
も
い
石
垣
親
雲
上
妾
川
平
村
高
屋
に
か
い

与

申
女
致
密
通
、
男
子
壱
人
生
産
仕
置
候
、
其
外
ニ
茂

人
々
之
妻
子
色
好
き
者
ハ
皆
奪
取
妾
ニ
召
成
置
候
、
右
ニ
付
而

大
口
事
ニ
成
立
、
数

艘
立

双
方
懸
合
之
者
共
召
列
上
国
仕
、
逢
糺
明
候
処
、
本
宮
良
事
段
々
越
度
而
巳
有
之
、
其
上
先
年
冨
崎
之
沖
江

南
蛮
船
漂
着
之
時
、
牛

数
拾
疋
致
進
物
、
南
蛮
人
取
入
、
数
日
自
家
ニ
召
置
稽
古
物
仕
候
段
致
決
定
候
、
然
者

南
蛮
人
之
儀
、
疑
敷
宗
旨
ニ
而

候
得
者

、
其
慎
も
可

有
之
処
、
無
其
儀
、
御
法
様
相
背
候
儀
、
難
遁
罪
科
、
被
行
死
罪
、

訳
―
―
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
才
に
た
け
利
口
で
、
文
武
の
道
も
わ
き
ま
え
、
そ
の
う
え
米
穀
も
十
分
た
く
わ
え
、
財
産
も
満
足
す
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
好
き
の
は
な
は
だ
し
い
人
で
、
ホ
ン
ナ
村
の
童
名
み
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上
（
憲
章
氏
四
世
英
森
。
一
六
〇
二

〜
四
二
年
）
の
妻
な
へ
や
ま
と
い
う
女
（
大
城
与
人
安
師
の
妹
。
不
詳
〜
一
六
四
四
年
）
と
密
通
し
、
ま
た
、
ハ
ン
ナ
村
の
童
名
ほ
く
り
も

い
石
垣
親
雲
上
（
長
栄
氏
五
世
信
本
。
一
五
九
二
〜
一
六
六
一
年
）
の
妾
で
、
川
平
村
の
高
屋
に
か
い
と
い
う
女
と
も
密
通
し
、
男
子
一
人
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を
生
ん
だ
。
そ
の
他
に
も
人
び
と
の
妻
子
で
色
好
み
の
者
は
み
な
奪
い
取
っ
て
妾
に
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
大
ご
と
に
な
り
、
幾

度
も
船
を
仕
立
て
て
双
方
が
か
か
わ
り
あ
い
の
者
を
連
れ
て
王
府
に
上
国
し
糺
明
し
た
と
こ
ろ
、（
本
）
宮
良
に
は
い
ろ
い
ろ
過
失
ば
か
り
あ

っ
た
。

そ
の
う
え
、
先
年
（
一
六
二
四
年
）
冨
崎
の
沖
へ
南
蛮
船
が
漂
着
し
た
時
に
は
、
牛
数
十
頭
を
進
上
し
、
南
蛮
人
（
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
の
フ

ァ
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
・
ル
エ
ダ
神
父
）
に
と
り
い
っ
て
、
数
日
間
自
宅
に
置
い
て
稽
古
も
の
を
（
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
習
う
）

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
南
蛮
人
（
ル
エ
ダ
神
父
）
は
疑
わ
し
い
宗
旨
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
な
の
で
、（
本
の
宮
良

親
雲
上
永
將
は
）
そ
の
用
心
を
す
べ
き
で
あ
る
が
そ
れ
も
せ
ず
、
法
に
そ
む
い
た
こ
と
は
の
が
れ
ら
れ
ず
、
死
罪
と
な
っ
た
。

（
補
足
）
一
六
二
四
年
、
石
垣
親
雲
上
（
長
栄
氏
五
世
信
本
。
一
五
九
二
〜
一
六
六
一
年
）
が
琉
球
王
国
に
来
て
、
同
僚
宮
良
親
雲
上
（
永
將
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
宗
旨

を
奉
じ
て
い
る
と
訴
え
た
の
で
王
国
は
柏
姓
三
世
小
禄
親
雲
上
良
宗
（
一
五
八
二
〜
一
六
五
六
年
）
を
派
遣
し
、
査
問
し
た
結
果
、
本
宮
良
親
雲
上
永
將
が
キ
リ
シ

タ
ン
と
判
明
し
た
の
で
、
宮
良
頭
職
を
免
職
し
、
直
ち
に
字
新
川
五
四
番
地
、
慶
田
盛
村
の
憲
章
氏
四
世
英
森
の
屋
敷
前
の
オ
ン
ナ
ー
（
小
さ
な
御
嶽
）
で
仲
間
満

慶
山
一
族
た
ち
（
嘉
善
姓
一
門
、
憲
章
姓
一
門
の
人
々
）
や
身
内
の
見
守
る
中
で
火
炙
り
の
刑
に
処
し
た
。
そ
の
後
、
小
禄
親
雲
上
良
宗
は
仲
間
満
慶
山
一
族
が
関

わ
っ
た
八
重
山
の
島
々
の
与
那
国
島
・
波
照
間
島
（
叔
父
の
憲
章
氏
二
世
英
恒
が
万
暦
年
間
に
波
照
間
島
の
首
里
大
屋
子
の
役
職
に
就
い
て
い
る
）
並
び
に
宮
古
島

（
首
謀
者
本
宮
良
親
雲
上
永
將
の
兄
の
嘉
善
氏
五
世
永
政
が
一
六
一
三
年
か
ら
一
六
一
九
年
の
間
、
宮
古
の
平
良
頭
と
友
利
首
里
大
屋
子
の
役
職
を
兼
務
し
て
い
る
）

な
ど
を
改
宗
事
務
を
し
て
帰
国
し
た
。
ま
た
ル
エ
ダ
神
父
は
粟
国
島
へ
流
さ
れ
、
そ
の
島
の
海
上
で
殺
害
さ
れ
た
。
同
年
、
後
任
の
宮
良
頭
は
弟
の
三
男
・
永
弘

（
不
可
考
〜
一
六
三
五
年
）
が
任
じ
ら
れ
た
。

家
財
逢
欠
所
、
子
孫
不
残
波
照
間
・
与
那
国
・
宮
古
島
江

流
罪
被
仰
付
候
、
其
弟
童
名
ま
せ
宮
良
親
雲
上
も
懸
合
ニ
而

糺
明
之
刻
段
々
偽

有
之
ニ
付
、
渡
名
喜
島
江

流
罪
被
仰
付
候
、
又
其
弟
宮
良
与
人
ハ
﹇
兄
﹈
本
宮
良
ニ
付
随
法
外
仕
候
ニ
付
、
被
処
死
罪
候
、
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訳
―
―
「
家
財
は
没
収
さ
れ
（
一
六
三
二
年
、
本
の
宮
良
親
雲
上
永
將
か
、
ま
た
は
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
の
屋
敷
跡
地
に
八
重
山
蔵
元
が

移
転
し
て
き
た
）、
子
孫
は
の
こ
ら
ず
波
照
間
島
・
与
那
国
島
・
宮
古
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
本
宮
良
の
弟
、
童
名
ま
せ
宮
良
親
雲
上
（
三

男
の
嘉
善
氏
五
世
永
弘
）
も
か
か
わ
り
が
あ
り
、
糺
明
の
時
い
ろ
い
ろ
い
つ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
、
渡
名
喜
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
。

（
補
足
）
一
六
二
九
年
、
ト
マ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
ハ
シ
ン
ト
・
西
六
左
衛
門
神
父
（
一
五
九
〇
〜
一
六
三
四
年
）
が
来
島
し
、
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
や
大
城
与
人
安
師

ら
と
接
触
し
た
。
そ
の
件
で
一
六
三
〇
年
、
王
府
に
上
国
し
釈
明
し
た
が
有
罪
と
な
り
、
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
は
宮
良
頭
職
を
解
か
れ
て
渡
名
喜
島
、
大
城
与
人
安
師

は
慶
良
間
島
へ
流
刑
さ
れ
た
。
一
六
三
四
年
薩
摩
の
指
示
に
よ
り
、
翌
年
、
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
は
渡
名
喜
島
で
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
一
六
三
一
年
に
宮
良
頭
職
を
山

陽
姓
大
宗
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）
が
任
じ
ら
れ
た
。

ま
た
弟
の
宮
良
与
人
（
六
男
・
永
定
。
不
詳
〜
一
六
三
八
年
）
は
、
兄
の
本
宮
良
（
本
宮
良
親
雲
上
永
將
）
に
付
き
従
い
、
法
に
そ
む
い

た
の
で
死
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。

（
補
足
）
一
六
三
六
年
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
門
改
め
の
踏
み
絵
を
行
っ
た
結
果
、
六
男
の
宮
良
与
人
永
定
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
発
覚
、
一
六
三
八
年
四
月
薩
摩
か
ら
の

指
示
に
よ
り
、
兄
で
本
の
宮
良
親
雲
上
永
將
と
同
じ
場
所
の
オ
ン
ナ
ー
で
火
刑
に
処
さ
れ
て
い
る
。

就
中
大
城
与
人
ハ
懸
合
ニ
而

も
無
之
、
又
親
類
ニ
而

も
無
之
候
処
、
本
宮
良
右
之
口
事
ニ
付
而

上
国
可
仕
与

川
平
廻
船
風
見
合
候
刻
、
本
宮

良
旅
送
ニ
参
、
夜
終
船
中
ニ
而

相
談
候
折
節
、
本
宮
良
申
分
ニ
、
長
田
堂
村
之
住
童
名
空
広
前
大
浜
親
雲
上
儀
、
先
年
大
浜
親
廻
之
時
、
汝

妹
崎
原
つ
か
さ
蹴
殺
候
、
然
者

汝
為
ニ
ハ
敵
ニ
而

ハ
無
之
候
哉
、
此
節
私
与

同
心
ニ
而

罷
登
、
此
事
も
致
訴
訟
返
報
仕
度
由
相
催
候
ニ
付
、
酒

宴
之
中
伴
輒
請
合
い
、
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訳
―
―
「
と
り
わ
け
大
城
与
人
（
実
父
・
伯
言
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
政
保
と
母
・
毛
裔
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
安
英
の
長
女
・
於
那
比
戸
と

の
長
男
・
政
師
が
母
の
実
家
の
毛
裔
姓
大
宗
安
英
家
が
男
子
が
無
い
の
で
跡
目
相
続
を
し
安
師
に
改
名
。
一
六
〇
二
〜
七
四
年
）
は
（
前
の

宮
良
親
雲
上
永
弘
）
か
か
わ
り
あ
い
も
な
く
、
親
類
で
も
な
か
っ
た
が
、
本
宮
良
（
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
）
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
上
国
す

る
た
め
に
川
平
湾
へ
回
船
し
て
風
待
ち
を
し
て
い
た
時
、
本
宮
良
の
旅
送
り
に
来
て
、
夜
中
船
内
で
話
を
し
た
。
そ
の
時
、
本
宮
良
が
言
う

に
は
、『
長
田
堂
村
の
童
名
は
空
広
で
前
の
大
浜
親
雲
上
（
長
栄
氏
五
世
信
行
。
一
五
八
九
〜
一
六
四
〇
年
。
一
六
三
〇
年
に
大
浜
頭
職
を

解
か
れ
て
隠
居
し
、
同
年
憲
章
氏
四
世
英
森
が
大
浜
頭
職
に
就
い
て
い
る
）
は
、
先
年
（
妹
・
崎
原
つ
か
さ
の
娘
、
二
女
・
伊
津
善
〈
一
六

二
二
〜
六
一
年
〉
が
一
六
二
二
年
生
ま
れ
な
の
で
一
六
二
二
年
か
ら
三
〇
年
の
間
の
年
）
大
浜
間
切
の
親
回
り
の
時
、
あ
な
た
の
妹
の
崎
原

つ
か
さ
を
蹴
り
殺
し
た
（
崎
原
つ
か
さ
は
大
城
与
人
安
師
の
妹
で
三
女
・
思
戸
が
大
浜
村
に
住
ん
で
い
る
無
系
の
黒
島
仁
也
蒲
戸
に
嫁
い
で

か
ら
、
崎
原
御
嶽
の
司
を
し
て
い
る
。
夫
の
〈
真
〉
蒲
戸
は
、
義
兄
の
安
師
が
石
垣
・
大
浜
頭
職
に
就
い
た
時
に
義
兄
の
安
師
を
通
し
て
系

持
ち
に
な
り
、
家
譜
を
賜
っ
て
「
岳
昌
姓
」「
致
」
の
名
乗
頭
を
も
ら
っ
た
岳
昌
姓
大
宗
致
崇
で
あ
る
。
岳
昌
姓
大
宗
致
崇
は
崇
禎
年
間
に

崎
原
目
差
の
役
職
に
就
い
て
い
る
。
致
崇
の
長
女
・
宇
那
比
戸
が
長
興
氏
三
世
平
田
仁
也
善
信
に
嫁
ぎ
、
二
女
・
伊
津
善
も
、〈
兄
〉
大
浜
親

雲
上
安
師
に
嫁
い
で
血
族
結
婚
を
し
て
い
る
）。
そ
れ
な
ら
ば
、
あ
な
た
に
と
っ
て
は
敵
で
は
な
い
の
か
。
今
度
わ
た
し
と
心
を
一
つ
に
し

て
上
国
し
、
こ
の
こ
と
も
訴
え
て
し
か
え
し
し
よ
う
』
と
さ
そ
っ
た
の
で
、
酒
宴
の
中
で
た
や
す
く
請
合
っ
た
」

ま
た
酔
醒
不
申
内
、
順
風
相
成
、
船
帆
懸
ケ
最
早
沖
江

乗
出
候
故
、
無
是
非
み
す
か
ら
罷
登
申
た
る
事
候
得
共
、
本
宮
良
事
才
覚
利
口
、

余
人
ニ
相
替
達
者
ニ
有
之
候
得
者

、
今
度
之
口
事
ハ
と
か
く
本
宮
良
之
仕
勝
へ
く
与

存
、
始
終
彼
方
江

相
付
罷
在
、
時
宜
見
合
大
城
も
願
可
申

出
与

存
居
候
処
、
案
之
外
本
宮
良
負
ニ
成
及
厳
科
、
大
城
与
人
も
糾
明
中
本
宮
良
江

相
付
罷
在
候
儀
ニ
付
、
慶
良
間
島
江

流
罪
被
仰
付
、
崇
禎
十

五
壬
午
御
免
許
ニ
而

ほ
ん
な
村
之
住
ミ
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上
乗
船

乗
合
罷
下
候
処
、
九
月
十
九
日
石
城
崎
ニ
而

破
損
漸
生
揚
、
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訳
―
―
「
ま
だ
酔
い
も
さ
め
な
い
う
ち
に
順
風
と
な
り
、
船
は
帆
を
上
げ
て
す
で
に
沖
へ
乗
り
出
し
て
い
た
の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く

自
ら
上
国
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
宮
良
（
前
宮
良
親
雲
上
永
弘
）
は
才
覚
利
口
で
、
他
の
人
と
は
ち
が
っ
て
達
者
な
の
で
、
今
度
の
こ
と

は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
宮
良
が
勝
つ
と
思
い
、
い
つ
も
本
宮
良
に
つ
い
て
い
た
。
時
期
を
み
て
大
城
与
人
（
安
師
）
も
願
い
出
よ
う
（
妹
・

思
戸
の
蹴
り
殺
し
の
件
）
と
思
っ
て
い
た
が
、
思
い
の
ほ
か
本
宮
良
は
負
け
て
厳
罰
と
な
っ
た
（
渡
名
喜
島
へ
流
罪
）。
大
城
与
人
も
糾
明

中
は
本
宮
良
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
慶
良
間
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
崇
禎
十
五
壬
午
（
一
六
四
二
）
年
に
（
祖
父
の
三
司
官
大
新
城
親
方
安

基
一
族
、
義
兄
の
石
垣
親
雲
上
信
本
、
義
兄
弟
の
大
浜
親
雲
上
英
森
ら
の
働
き
か
け
）
許
さ
れ
て
、
ホ
ン
ナ
村
の
み
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上

（
義
兄
弟
の
憲
章
氏
四
世
英
森
。
一
六
〇
二
〜
四
二
年
）
の
乗
り
船
に
乗
り
合
わ
せ
て
下
っ
て
き
た
が
、
九
月
十
九
日
に
（
崎
枝
）
の
石
城
崎

で
乗
り
船
が
破
損
し
た
が
、
よ
う
や
く
生
き
て
戻
っ
た
」

以
後
石
垣
与
人
江

昇
進
、
段
々
首
里
大
屋
子
相
勤
、
順
治
十
一
甲
午
ニ
石
垣
之
頭
ニ
成
ル
、
康
煕
二
年
ニ
大
浜
頭
ニ
改
名
仕
、
子
孫
繁
栄

寿
六
拾
余
ニ
而

死
去
、
今
毛
裔
氏
之
先
祖
ま
か
ま
と
大
し
ゆ
う
と
申
人
ニ
而

御
座
候

訳
―
―
「
そ
の
後
、
石
垣
与
人
へ
昇
進
し
、
次
第
に
首
里
大
屋
子
職
を
勤
め
、
順
治
十
一
甲
午
（
一
六
五
四
）
年
に
石
垣
間
切
の
頭
職
と

な
っ
た
。
康
煕
二
（
一
六
六
三
）
年
に
大
浜
間
切
の
頭
職
と
な
り
、
子
孫
（
長
女
の
美
呂
真
、
長
男
で
黒
島
首
里
大
屋
子
安
忠
、
二
男
の
登

野
城
与
人
安
核
、
二
女
の
真
比
、
三
男
の
大
浜
親
雲
上
安
維
、
三
女
の
松
は
石
垣
親
雲
上
永
吉
に
嫁
ぎ
、
四
男
の
与
那
国
与
人
安
崇
、
四
女

の
祢
呂
銘
も
嫁
で
黒
島
首
里
大
屋
子
孫
永
、
五
女
の
仁
宇
呂
、
六
女
の
真
波
伊
津
は
、
保
里
筑
登
之
長
度
に
嫁
ぐ
、
五
男
の
石
垣
親
雲
上
安

資
、
六
男
の
大
筆
者
安
典
、
七
男
で
嗣
子
の
宮
良
親
雲
上
政
茂
と
十
三
名
の
兄
弟
姉
妹
が
い
る
）
は
繁
栄
し
、
六
〇
歳
余
（
実
際
は
享
年
七

十
三
歳
、
慶
良
間
島
に
流
刑
さ
れ
た
十
二
年
間
を
欠
落
し
て
い
る
）
で
死
去
し
た
。
現
在
の
毛
裔
氏
の
先
祖
で
、
ま
か
ま
と
大
主
（
毛
裔
氏
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二
世
大
浜
親
雲
上
安
師
。
一
六
〇
二
〜
七
四
年
）
と
い
う
人
で
あ
る
」

『
八
重
山
島
年
来
記
』
の
崇
禎
三
（
一
六
三
〇
）
年
の
条
を
ま
と
め
る
と
、
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
と
は
次
の
よ
う
な
一
件
で
あ
る
。

「
一
六
二
四
年
に
南
蛮
船
が
冨
崎
の
沖
に
漂
着
し
、
フ
ァ
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
・
ル
エ
ダ
神
父
が
来
島
。
そ
の
後
嘉
善

姓
一
門
の
人
々
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
。
ル
エ
ダ
神
父
と
仏
教
僧
侶
と
の
論
争
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
事
件
と
し
て
発
覚
。
長
栄
氏

五
世
石
垣
親
雲
上
信
本
の
告
発
。
同
年
に
琉
球
王
国
は
柏
姓
三
世
小
禄
親
雲
上
良
宗
を
派
遣
し
調
査
の
結
果
、
首
謀
者
の
嘉
善
氏
五

世
宮
良
親
雲
上
永
將
は
訴
え
ど
お
り
国
禁
の
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
い
る
と
判
明
し
た
の
で
ゆ
か
り
の
地
字
新
川
（
喜
田
盛
）
五

四
番
地
、
オ
ン
ナ
ー
で
焚
刑
に
処
さ
れ
、
財
産
は
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
子
孫
は
残
ら
ず
与
那
国
島
、
波
照
間
島
や
宮
古
島
に
流
さ
れ

た
。
同
年
宮
良
頭
職
を
弟
・
永
弘
が
任
じ
ら
れ
た
。

ル
エ
ダ
神
父
は
琉
球
王
国
に
連
行
さ
れ
た
後
、
粟
国
島
へ
流
刑
。
そ
こ
で
殺
害
さ
れ
た
。
そ
こ
で
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
は
落
着
し
た

か
に
見
え
た
が
一
六
二
九
年
、
ト
マ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
ハ
シ
ン
ト
西
六
左
衛
門
神
父
が
日
本
へ
の
密
航
の
途
中
に
石
垣
島
へ
来
島

し
、
当
時
の
宮
良
頭
の
嘉
善
氏
五
世
永
弘
や
友
人
で
部
下
の
毛
裔
氏
二
世
大
城
与
人
安
師
ら
に
接
触
し
た
。
そ
の
件
で
一
六
三
〇
年

に
宮
良
親
雲
上
永
弘
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
友
人
大
城
与
人
安
師
と
一
緒
に
琉
球
王
国
へ
連
行
さ
れ
、
宮
良
親
雲
上

永
弘
は
有
罪
と
な
り
宮
良
頭
を
解
任
さ
れ
渡
名
喜
島
へ
流
刑
と
な
っ
た
。
ま
た
友
人
の
大
城
与
人
安
師
も
同
罪
で
慶
良
間
島
へ
流
刑

に
処
さ
れ
た
。
同
年
大
浜
頭
の
長
栄
氏
五
世
信
行
は
、
大
浜
親
廻
り
時
に
友
人
大
城
与
人
安
師
の
妹
で
崎
原
御
嶽
の
司
の
思
戸
を
蹴

殺
し
た
件
で
免
職
、
隠
居
さ
せ
ら
れ
、
後
任
の
大
浜
頭
職
を
憲
章
氏
四
世
英
森
が
任
じ
ら
れ
た
。
一
六
三
一
年
、
山
陽
姓
大
宗
長
光

が
宮
良
頭
職
を
任
じ
ら
れ
た
。

一
六
三
二
年
、
八
重
山
蔵
元
が
本
宮
良
頭
の
永
將
の
屋
敷
跡
に
移
転
し
た
。
一
六
三
五
年
に
は
薩
摩
の
指
示
に
よ
り
前
宮
良
頭
の




